



































の花押入り署名の唯一の例。本文は別人筆であろう。 」と記し、翻刻の最後に「文句改訂の傍記に＊印を添えたの 朱筆分 、節付ケと同時のものらしい。墨筆の かなり後代のもの」とも付記している
（三）
。フシ部分に
























































































































｜＼｜」と付 たのが元広奥書謡本をはじめとする三本、 「＼｜＼｜」とするのが三本、 「｜｜｜｜」が二本であった。 「夜」であればアクセントは「＼｜」 、 「寄る」であれば「 ｜」なの 、どちらの意味を反映させるかでゴマの向きが異なった と考えられる。底本に従って「｜｜＼｜」とすれば「波の寄る夜は」となり、一つの語に異なる意味を重ねて情景を展開させる能の手法をフシが補強していたことになる。岩波 店刊日本古典文学大系の『謡曲集』では「夜々」の左に「寄」と付し、 頭注には「 『寄る』と掛詞」としているが、アクセントに従 て謡ってい 時代には、掛詞を意識すまでもなく複数の語彙が聞 取れた である。同じ語が続く場合はオドリ字
 く
 で文字を省略することが多いが、底本ではオドリ字部分にもゴマ
を付して「寄る」と「夜」を区別してい （資料３） 。しかし、オドリ字にすると意味の違いが曖昧になるため、後代 ると同じゴマを たりゴマを省略するようになった。観世流大成版に至っては「夜々」と漢字まで固定してしまったため、 「寄る」を感じとれな 場合もあるのが残念 ある。　
もちろん、 元広本が常にアクセントに従っていたわけではない。 ［下ゲ歌］
























































となる（資料４～６） 。 「中」の直シで中ウキ音に 「下」の直シで中音に下行したのだろうが、面白いことに手沢本で「中」と直シの入ったところは、現行の謡本では流儀を問わずすべて 下 と記されて 中 下行する。手沢本では現行謡本より一字あとで中 下行する だが、改めて言うまでもなく下間少進は金春流の半玄人である。現在、 掛リでは 掛リより一字あとで落チや下ゲを謡う（送リ下ゲなどと称する）ので、その傾向が桃山時代にす に見られ 、とい 可能性も考え得る。 かし、現行 下掛リ謡本でも「下」やヲチを記す文字は上掛リ 変わらない
（六）
。歌唱の慣
















































































の直シはほとんど入れ かった。上音を示す「ハル」やクルはほとんど入っているが、低音域のフシは重視していなかったの あろう。音高の変化は下ゲゴマで対応させるか、師匠からの伝授 際、謡本に直シを書き込むかたちが主流で、 その状況は手沢本でもほとんど同じである。それでも 「中下」ないし「下下」と二段下ゲを指示した数少ない例を手沢本から拾ってみよう
（七）
。まず、 「まことの友を尋ねん（百万） 」では傍線部が下ゲゴマで「中」







（清経） 」の傍線部分はマワシで「中」と直シがある（資料７） 。現在ではここも下ゲで下音に下行すると ろだが、桃山時代にはまず「る」で下ノ中音に下行し、おそらく次の「あわれ」冒頭の下ゲゴマで 音に下行しただろう。マワシの「中」以外に直シはない。大成版及び明和改正謡本で
「イ」は「る」の前の「つ」に付いている。 「御経をも読みとむらひ給はば（定家） 」では、傍線部分が下ゲゴマで、二字ともに「下」と直シが入っている（資料８） 。おそらく「ら」で下ノ中音に、 「ひ」で下音に下行したのだろう。現行ではほとんどの流儀 中音のまま推移する箇所で、大成版では「ひ」に「ア」と付しているが、 「イ」の記載はな 。これは明和改正謡本も同様であ 。 宝生流のみがツヨ吟と交錯する節付ケで 「ら」 にツキ節、 「ひ」に下行記号を付しており、手沢本と一致するのが興味深い。 「立ち重なれる夜ハ
なれ
は（蟻通） 」は傍線部分が下ゲゴマで「中・下」と直シがある（資
料９） 。 「な」 下ノ中音、 「れ」で下音に下行した であろう。大成版 は「れ」に下ゲがあり、その前の「ハ」に「イ」が付している。 「ひかんとするに
（千手） 」は傍線部分が下ゲゴマで、 「中・下」と直シが入っている。 「る」
で下ノ中音、 「に」で下音に下行 たのであろう 現在、宝生流、及び下掛リは「に」で下行し、その前の「る」にアタリ（観世流のイロ 相当）を付けているが、大成版及び明和改正謡本では「と」に下ゲがあり ん にイと し 。 現在はツヨ吟 謡う箇所だが、 「紅葉葉の。 たつたの
（竜田） 」
は傍線部分が下ゲゴマ 、 「中・下」と直シが る 現行では「つ」に下ノ中、 「た」に「 」とあるので手沢本の方が一字あとに下行したこ になろう。 「書い る文のうらめしさよ（柏崎） では、 傍線部分が下ゲゴマ 、 「中下」と直シが入っている。大成版では「め」 ゲ あり、 「う」にア、 「ら」にイと付している。これは明和改正謡本と同じである。　
実際、 「イ」の付いたゴマで下ノ中音を謡っていたのは《柏崎》のみで、

















































































































































































































       


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































The Relationship between Accent in the Muromachi Era
and the Melody of Noh Chant
as Verified in the Process of Reproducing “Matsukaze”
Takakuwa  Izumi
　　The theme of the 10th Open Lecture of the Department of Intangible Cultural Heritage was the 
relationship between the accent of the lyrics and the melody of traditional Japanese songs. In the 
lecture, the present author reproduced the melody of a noh chant in the Momoyama era and 
requested a noh player to sing the old melody in order to verify to what extent the melody of the 
chant reflects the accent of the Muromachi era. 
　　There are many music scores of “Matsukaze” dating to the Momoyama era that remain today. 
In Jinkaisho , a writing of the Momoyama era that was used as reference in making the 
reproduction, the melody of a noh chant is expressed by means of scale terminology used in gagaku 
in addition to the usual goma (sesame)-shaped marks placed on the side of the lyrics. A study of this 
example indicated that the direction of the goma and the transition in the scale correspond, that 
when the goma mark falls to the right the melody also falls. So, in order to reproduce “Matsukaze,” 
the marks found in music scores of noh chants were studied. 
　　As a result, it was found that in comparatively many cases the melody follows the accent to a 
great extent. It was also found that in the case of homonyms, the melody is changed according to 
the accent so that it is possible to distinguish the meaning. For example, the word for “night” and 
that for “to approach” both have the same sound “yoru,” but their accents differ. This difference in 
meaning was expressed by following the difference in accent. Such distinction, however, is not made 
today.
　　The progression of notes in noh chant of the Momoyama era is also different from that of today. 
According to HIROSE Masaji, the supplementary mark イ attached to the goma mark indicates 
intermediary notes on a scale which were chanted then but are not today. But that theory, too, has 
been proven not correct in the process of reproducing “Matsukaze.” The progression of notes in the 
reproduced melody became more detailed than that of noh chant today which do not necessarily 
follow the accent of spoken Japanese. However, the author thinks that by being released from the 
restrictions of the accent of a given time, noh has become a more universally accepted genre of 
performing arts. 
室町時代のアクセントと謡のフシ
（see p.12）
（see p.13）
室町時代のアクセントと謡のフシ
（see p.14）
室町時代のアクセント推定の方法
（see p.18）
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